
岩手県内のナラ類の萌芽Cs濃度と土壌の交換性カリウムの関係

１　
は
じ
め
に

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
で
は
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
放
射
能
濃
度
（
以
下
「
Cs
濃

度
」）
が
指
標
値
（
50
Bq
／
㎏
）
以
下
の

原
木
を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ナ
ラ

や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
伐
採
後
に
出
る
萌
芽
の
当

年
枝
の
Cs
濃
度
は
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
（
図
１
、
研
究
成
果
速
報
No
４
０
７
）、

萌
芽
が
成
長
す
れ
ば
、
原
木
と
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
県
内

の
萌
芽
の
Cs
濃
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

は
不
明
で
す
。

一
般
的
に
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム

（
以
下
「
Ｋ
」）
は
、
植
物
の
Cs
吸
収
を
妨

げ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
福

島
県
内
の
調
査
で
は
、
萌
芽
の
Cs
濃
度
や

面
移
行
係
数
（
土
壌
か
ら
萌
芽
へ
の
Cs
の

移
り
易
さ
）
が
、
土
壌
の
Ｋ
現
存
量
に
応

じ
て
低
下
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す1。　
そ
こ
で
、
県
庁
林
業
振
興
課
と
協
力

し
て
、
県
内
の
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
伐

採
地
で
、
萌
芽
の
Cs
濃
度
、
土
壌
の
Cs
濃

度
、
Ｋ
現
存
量
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

２　
材
料
と
方
法

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
掛
け

て
、
県
南
広
域
振
興
局
と
沿
岸
広
域
振
興

局
管
内
の
７
市
町
に
、
延
べ
17
個
の
調
査

地
を
設
定
し
ま
し
た
（
図
２
）。
各
調
査
地

の
斜
面
上
部
・
中
部
・
下
部
で
各
２
株
、

計
６
株
の
伐
根
を
選
定
し
、
各
伐
根
か
ら

発
生
し
た
萌
芽
の
当
年
枝
を
採
っ
て
（
図

３
）、
Cs
濃
度
と
含
水
率
を
測
定
、
湿
量
基

準
含
水
率
12
％
換
算
重
量
当
た
り
の
Cs
濃

度
を
算
出
し
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
的
に
、

樹
皮
に
付
い
た
Cs
の
量
は
、
同
じ
調
査
地

で
も
大
き
く
変
わ
り
、
解
析
を
難
し
く
す

岩
手
県
内
の
ナ
ラ
類
の
萌
芽
Cs
濃
度
と

土
壌
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
の
関
係

図３　萌芽当年枝の例

図２　調査地の例
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─  6 ─

岩手の林業　令和７年４月15日発行
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る
た
め
、
調
査
の
対
象
を
、
東
日
本
大
震

災
後
に
発
生
し
た
、
樹
皮
が
Cs
で
汚
染
さ

れ
て
い
な
い
萌
芽
に
限
定
し
ま
し
た
。
ま

た
萌
芽
の
Cs
濃
度
は
枝
齢
で
も
異
な
る
た

め
、
萌
芽
の
当
年
枝
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
萌
芽
を
採
取
し
た
伐
根
の
周
辺

で
、
土
壌
の
Ａ
層
を
深
さ
５
㎝
ま
で
採
取

し
、
重
量
、
Cs
濃
度
お
よ
び
Ｋ
濃
度
を
測

定
、
現
存
量
を
算
出
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

萌
芽
の
Cs
濃
度
と
土
壌
の
Cs
現
存
量
を
調

査
地
ご
と
に
平
均
し
、
前
者
を
後
者
で
割
っ

て
、
面
移
行
係
数
を
算
出
し
ま
し
た
。（
測

定
は
外
部
機
関
に
委
託
）

３　
結
果
と
考
察

萌
芽
当
年
枝
の
平
均
Cs
濃
度
は
１・
６

〜
60・
１
Bq
／
㎏
（
図
４
）、
土
壌
の
平
均

Ｋ
現
存
量
は
１
５
１
〜
８
２
２
㎏
Ｋ
／
ha

で
（
図
５
）、
い
ず
れ
も
調
査
地
間
で
異

な
り
ま
し
た
。
土
壌
か
ら
萌
芽
へ
の
Cs
の

面
移
行
係
数
は
、
福
島
県
内
で
の
調
査
と

同
様
に
、
土
壌
の
Ｋ
現
存
量
に
応
じ
て
低

下
し
（
図
６
）、
土
壌
の
Ｋ
現
存
量
が
多
い

ほ
ど
、
樹
木
が
Cs
を
吸
収
し
に
く
く
な
る

関
係
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
萌
芽
当

年
枝
の
Cs
濃
度
も
土
壌
の
Ｋ
現
存
量
に
応

じ
て
低
下
し
ま
し
た
が
、
土
壌
の
Ｋ
現
存

Cs
濃
度
を
一
定
の
精
度
で
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
原
木
林
の
利
用
性
を
判
断

す
る
指
標
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
調
査
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
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研
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樹
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日
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林
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会
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会
要
旨
集

2　

齊
藤
・
三
浦
（
２
０
１
８
）
森
林
総
研
編
、

放
射
能
汚
染
地
域
に
お
け
る
シ
イ
タ
ケ
原
木

林
の
利
用
再
開
・
再
生

量
と
の
関
係
は
、
面
移
行
係
数
の
方
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
土
壌
の
Cs

現
存
量
と
萌
芽
当
年
枝
の
Cs
濃
度
に
は
有

意
な
相
関
が
見
ら
れ
ず
、
萌
芽
の
Cs
濃
度

に
は
、
土
壌
の
Ｋ
現
存
量
が
よ
り
大
き
く

関
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
調
べ
た
の
は
萌
芽
当
年
枝
の
Cs
濃

度
で
す
が
、
萌
芽
当
年
枝
の
Cs
濃
度
か
ら

将
来
の
原
木
の
Cs
濃
度
を
予
測
す
る
研
究

も
他
機
関
で
進
ん
で
い
ま
す2。　
森
林
土
壌

の
Ｋ
現
存
量
や
Cs
現
存
量
か
ら
、
萌
芽
の
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図６　土壌交換性カリウム現存量と面移行係数の関係
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